
「暑さに負けず、祭りを盛り上げる中学生」（７月13日　藪原まつり）「暑さに負けず、祭りを盛り上げる中学生」（７月13日　藪原まつり）

木
祖
村
議
会
だ
よ
り

木
祖
村
議
会
だ
よ
り

№ 161

平成30年８月２日

木祖村チェーック！木祖村チェーック！

議会現地踏査議会現地踏査

明日の木祖村のために明日の木祖村のために
「村会議員」「村会議員」になろう!!になろう!!

特集

シリーズ
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　木祖村議会では、自治会要望箇所や新年度の工事予定箇所などを中心に毎年村内踏査を行っていま
す。踏査には役場より村長以下各課長・担当職員も同行し、現地でそれぞれの事業について詳細な説
明を受けながら踏査を行います。現地に出向き、多くの目で確認することにより、机上だけでは分か
らない課題や指摘箇所が見えてきます。その場で意見や要望を伝えながら、行政とともによりよい村
づくりにつなげています。
　今年の現地踏査は５月14日に行い、村営住宅建設や水路改修、砂防堰堤工事箇所など20箇所以上
を確認しました。

木祖村
チェーーック！議会現地踏査議会現地踏査

特集
現地を目で見て、その場で審議現地を目で見て、その場で審議

●
吉
田
洞
門
南

　
　

景
観
立
木
の
伐
採

　

国
道
19
号
沿
い
木
曽
川
左

岸
側
の
立
木
6
本
の
伐
採
を

行
う
。
国
道
19
号
を
片
側
交

互
通
行
に
し
、
ク
レ
ー
ン
で

吊
る
し
な
が
ら
の
伐
採
を
予

定
。
事
業
費
３
６
０
万
円

（
50
％
の
県
補
助
あ
り
）。

 

意
見
等

・ 

洞
門
の
南
側
だ
け
で
な
く
、

広
く
全
体
を
整
備
す
る
よ

う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

・ 

片
側
交
互
通
行
で
な
く
、

対
岸
か
ら
引
き
上
げ
る
方

法
等
検
討
し
て
も
ら
い
た

い
。

 
役
場
回
答

　

全
体
的
に
整
備
を
し
た
い

と
は
考
え
て
い
る
が
、
方
法

も
含
め
て
今
後
検
討
し
た
い
。

●
奥
峰
沢
の
河
畔
林
整
備

　

県
森
林
税
の
活
用
範
囲
が

河
畔
林
お
よ
び
周
辺
の
伐
採

も
可
能
と
な
り
、
平
成
30
年

度
か
ら
3
年
で
奥
峰
沢
の
河

畔
林
を
処
理
す
る
も
の
。
事

業
期
間
は
漁
期
を
避
け
た
10

月
〜
3
月
。
事
業
費
の
90
％

補
助
あ
り
。

 

意
見
等

・ 

県
の
森
林
税
の
有
効
活
用

と
し
て
積
極
的
に
進
め
て

も
ら
い
た
い
。

・ 

河
畔
林
周
辺
で
景
観
の
支

障
と
な
っ
て
い
る
カ
ラ
マ

ツ
も
伐
採
す
べ
き
。
ま
た
、

●
こ
だ
ま
の
森
プ
ー
ル
改
修

　

こ
だ
ま
の
森
屋
外
プ
ー
ル

が
設
置
約
30
年
が
経
過
し
、

改
修
が
必
要
な
時
期
に
き
て

い
る
。
ス
テ
ン
レ
ス
で
施
工

し
た
場
合
約
２
０
０
０
万
円

の
事
業
費
と
な
る
見
込
み
。

今
後
の
施
設
利
用
も
含
め
て
、

現
地
踏
査
を
行
っ
た
。

 
意
見
等

・ 

プ
ー
ル
の
稼
働
期
間
が
短

期
間
で
あ
る
た
め
、「
魚

の
つ
か
み
場
」
等
水
に
親

し
め
る
別
の
利
用
方
法
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
に
間

に
合
う
よ
う
早
急
に
進
め

て
ほ
し
い
。

・ 

自
然
に
囲
ま
れ
た
屋
外
の

プ
ー
ル
は
魅
力
的
で
あ
る

が
、
費
用
対
効
果
を
十
分

に
考
え
検
討
し
て
も
ら
い

た
い
。

 

役
場
回
答

　

プ
ー
ル
は
収
益
面
で
人
件

費
を
考
え
れ
ば
マ
イ
ナ
ス
で

あ
る
が
、
高
原
に
あ
る
プ
ー

ル
と
し
て
誘
客
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
指
定
管
理
者
の
奥

木
曽
グ
リ
ー
ン
リ
ゾ
ー
ト
㈱

か
ら
は
大
型
遊
具
の
設
置
の

希
望
も
あ
り
、
今
後
全
体
的

な
計
画
の
中
で
進
め
て
い
き

た
い
。

 

役
場
回
答

　

こ
だ
ま
の
森
か
ら
車
で

通
っ
た
お
客
さ
ん
に
ス
キ
ー

場
の
ゲ
レ
ン
デ
が
見
え
る
よ

う
に
整
備
を
進
め
た
い
。
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●
こ
だ
ま
の
森

　
　

ソ
サ
イ
チ
コ
ー
ト
新
設

　

現
在
３
面
あ
る
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
一
番
北
側
に
ソ
サ

イ
チ
（
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
）
の

人
工
芝
コ
ー
ト
を
新
設
す
る

も
の
。
ま
た
コ
ー
ト
の
周
り

に
は
ナ
イ
タ
ー
照
明
6
棟
を

併
せ
て
設
置
す
る
。
事
業
費

に
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
の
補
助
金
を
利
用

す
る
。

 

意
見
等

・ 

夜
の
巨
大
迷
路
や
星
空
も

売
り
と
し
て
い
る
こ
だ
ま

の
森
で
ナ
イ
タ
ー
設
備
は

共
存
で
き
る
の
か
。

・ 

大
会
や
練
習
を
想
定
し
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
観
覧
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
も
必
要
と

な
る
は
ず
。

●
雨
量
計
・

　
　

河
川
監
査
シ
ス
テ
ム

　

平
成
29
年
度
に
防
災
行
政

無
線
設
置
に
合
わ
せ
て
、
村

内
6
箇
所
に
雨
量
計
、
4
箇

所
に
河
川
監
視
カ
メ
ラ
が
設

置
さ
れ
た
。
河
川
監
視
カ
メ

ラ
は
役
場
で
遠
隔
操
作
す
る

こ
と
が
可
能
で
、
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
カ
メ
ラ
の
画
像

や
継
続
雨
量
な
ど
を
誰
で
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

意
見
等

・ 

危
険
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
誰

が
見
て
も
危
険
な
水
位
が

視
覚
的
に
わ
か
る
色
つ
け

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

・ 

河
川
の
監
視
カ
メ
ラ
は
、

通
常
時
道
路
ま
で
映
る
よ

う
に
広
角
に
し
て
、
防
犯

的
な
位
置
づ
け
で
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

●
初
沢
砂
防
堰
堤
工
事

　

平
成
29
年
度
繰
越
事
業
。

初
沢
と
し
て
は
2
番
目
の
堰

堤
。

●
村
営
住
宅
建
設

　

平
成
30
年
度
に
単
身
者
向

け
の
住
宅
1
棟
4
戸
を
薮
原

地
区
三
角
土
場
（
村
民
セ
ン

タ
ー
裏
側
）
に
建
設
予
定
。

次
年
度
に
さ
ら
に
1
棟
4
戸

の
建
設
も
計
画
し
て
い
る
。

 

意
見
等

・ 

冬
期
の
凍
結
等
を
考
え
る

と
駐
車
場
は
南
側
に
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

 

役
場
回
答

　

宮
の
森
住
宅
と
同
様
に
、

南
側
を
リ
ビ
ン
グ
、
北
側
を

駐
車
場
お
よ
び
玄
関
の
配
置

で
設
計
を
進
め
る
。

●
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置

 

（
モ
デ
ル
地
区
）

　

景
観
に
配
慮
し
た
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
平
成
29
年
度

村
内
4
箇
所
に
設
置
し
た
。

 
意
見
等

・ 
場
所
に
よ
っ
て
は
デ
ザ
イ

ン
を
重
視
し
す
ぎ
、
ゴ
ミ

が
入
れ
づ
ら
い
と
い
う
問

題
が
あ
る
よ
う
だ
。
日
常

使
う
も
の
で
あ
り
、
機
能

面
で
し
っ
か
り
し
た
も
の

を
つ
く
る
べ
き
で
あ
る
。

５区５区

12区12 区

役場ホームページ画面役場ホームページ画面 寺平橋寺平橋 小林橋小林橋
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○
木
祖
村
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正

　

公
共
施
設
の
維
持
補
修
費
な
ど
の
財
源
の
一
部
に
充
て
る

「
木
祖
村
公
共
施
設
整
備
基
金
」
を
新
た
に
設
置
す
る
も
の
。

【
主
な
補
正
内
容
】

　

・
見
山
花
の
森
を
つ
く
る
会
寄
附
金
２
５
０
万
円

　
　

寄
附
金
の
活
用
事
業

　
　
　

（
保
育
園
）
遊
戯
室
の
Ｔ
Ｖ
等
設
置

　
　
　

（
小
学
校
）
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
机
・
椅
子
購
入
、

　
　
　
　
　
　
　
　

体
育
館
音
響
シ
ス
テ
ム
購
入

　
　
　

（
中
学
校
）
卓
球
台
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　

バ
レ
ー
部
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
購
入 

他

　

・
公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
２
０
０
０
万
円

　

・
奥
峰
沢
河
畔
林
整
備
事
業
３
２
４
万
円

 

（
※
県
補
助
あ
り
）

〇
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

第
4
分
団
ポ
ン
プ
積
載
車
の
購
入
契
約
。
金
額
は
７
，

９
９
２
，
０
０
０
円
で
財
源
は
起
債
対
応
と
な
る
。

 

問 

分
団
編
成
の
検
討
の
中
で
、
今
後
の
車
両
購
入
計
画
と

購
入
費
用
の
財
源
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

 

答 

本
年
度
は
第
４
分
団
、
次
年
度
は
第
３
分
団
と
随
時
車

両
を
更
新
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
消
防
組
織
の
再
編
等
で

変
更
も
あ
り
う
る
。
財
源
は
起
債
対
応
と
す
る
。

　

木
祖
村
議
会
平
成
30
年
6
月
会
議
は
、
6
月
14
日
㈭
に
再

開
さ
れ
、
報
告
お
よ
び
専
決
報
告
10
件
、
補
正
予
算
や
条
例

改
正
な
ど
議
案
8
件
に
つ
い
て
慎
重
審
議
さ
れ
、
全
案
件
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
、
6
月
21
日
㈭
に
休
会
し
ま
し
た
。

【
報
告
】

　

報
告
1
件
（
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
報
告
）

　

専
決
報
告
9
件
（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
、
税
条
例
の

 

一
部
改
正
、
平
成
29
年
度
補
正
予
算
）

【
議
案
】

　

平
成
30
年
度
補
正
予
算
6
件

 

（
見
山
花
の
森
を
つ
く
る
会
寄
附
金 

他
）

　

物
品
購
入
契
約
の
締
結
1
件
（
4
分
団
ポ
ン
プ
積
載
車
）

　

条
例
改
正
1
件
（
木
祖
村
基
金
条
例
）

条
例
制
定
・
条
例
改
正

条
例
制
定
・
条
例
改
正

平
成
平
成
3030
年
度
補
正
予
算

年
度
補
正
予
算

契
約
の
締
結

契
約
の
締
結

と
ち
の
み
保
育
園
・
小
中
学
校
の
備
品
購
入
に
活
用

と
ち
の
み
保
育
園
・
小
中
学
校
の
備
品
購
入
に
活
用

６月会議
概 要
可決案件

　

木
祖
村
で
は
平
成
29
年
に
「
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
」
が
作

成
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
各
施
設
の
劣
化
度
調
査
を
経
て
、
個
別

施
設
計
画
が
作
成
さ
れ
る
予
定
で
す
。
現
在
村
に
あ
る
公
共
施
設

を
現
状
の
ま
ま
40
年
間
維
持
す
る
た
め
に
は
莫
大
な
費
用
が
か
か

る
見
込
み
で
あ
り
、
今
回
の
基
金
の
設
置
と
合
わ
せ
、
公
共
施
設

の
老
朽
化
に
対
す
る
今
後
の
維
持
管
理
や
統
廃
合
の
検
討
が
急
務

で
す
。

議
会
一
口
メ
モ

議
会
一
口
メ
モ

見
山
花
の
森
を
つ
く
る
会
か
ら
寄
附
金
250
万
円

次期村長選への出馬を表明した唐澤村長

平成29年度に購入した第３分団のポンプ積載車。
今年度購入される車両はこれと同型。
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ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
補
助
金
が
制
度
変
更

景
観
へ
の
配
慮
も
機
能
性
重
視
を
強
く
要
望

景
観
へ
の
配
慮
も
機
能
性
重
視
を
強
く
要
望

 

問 

国
で
進
め
る
「
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
改
修
」
の

委
託
料
は
一
般
財
源
か
。
国
の
補
助
は
な
い
の
か
。

 

答 

財
源
は
一
般
財
源
で
あ
る
。
全
国
統
一
の
も
の
で
あ
り

本
年
度
限
り
と
な
る
。

 

問 

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
補
助
金
に
つ
い
て
、
補
助

内
容
の
変
更
点
は
。

 

答 

補
助
額
は
、
２
万
円
か
ら
10
万
円
に
制
度
変
更
を
し
た
。

昨
年
村
内
４
箇
所
に
設
置
し
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
形
に

こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た
も
の
を

作
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
。

６月会議
委員会審議

 

問 

昨
年
設
置
し
た
も
の
の
中
に
は
機
能
面
で
問
題
の
あ
る

も
の
が
あ
る
。
改
修
す
べ
き
で
あ
る
。

 

答 

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
改
修
に
関
し
て
は
、
村
が
設
置
し
た

も
の
で
あ
る
の
で
検
討
し
て
い
く
。

 

問 

創
業
支
援
補
助
金
が
増
額
補
正
で
あ
る
が
実
績
は
。

 

答 

平
成
29
年
度
は
２
件
、
平
成
30
年
は
１
件
、
今
回
２
件

の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
補
正
を
す
る
。

 

問 

水
木
沢
天
然
林
遊
歩
道
整
備
の
内
容
は
。

 
答 

水
木
沢
天
然
林
遊
歩
道
の
２
箇
所
を
土
台
か
ら
、
59
万

円
を
か
け
て
修
繕
す
る
。

 

問 
水
道
特
別
会
計
の
水
道
委
託
料
の
増
額
理
由
は
。

 

答 

汚
泥
量
の
増
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

 

問 

河
畔
林
整
備
に
つ
い
て
今
度
の
進
め
方
は
。

 

答 

平
成
30
年
度
か
ら
長
野
県
の
森
林
税
を
活
用
し
実
施
す

る
も
の
で
３
年
を
か
け
て
奥
峰
沢
を
整
備
す
る
。
ス
キ
ー
場

周
辺
の
景
観
形
成
に
も
つ
な
が
る
。

 

問 

河
畔
林
整
備
で
区
域
外
支
障
木
の
伐
採
に
つ
い
て
要
望

が
あ
る
が
。

 

答 

他
事
業
と
組
み
合
わ
せ
対
応
を
し
た
い
。

 

問 

木
曽
谷
殉
難
中
国
人
慰
霊
祭
負
担
金
に
つ
い
て
木
曽
谷

全
体
で
取
り
組
め
な
い
か
。

 

答 

日
中
平
和
友
好
条
約
40
周
年
記
念
式
典
へ
の
負
担
金
で

あ
り
、
慰
霊
祭
は
塩
尻
市
、
木
曽
町
、
上
松
町
、
王
滝
村
の

４
市
町
村
が
行
う
も
の
で
あ
る
。

 

問 

児
童
ク
ラ
ブ
事
業
に
お
け
る
報
酬
補
正
の
雇
用
形
態
に

つ
い
て
。

 

答 

責
任
の
持
て
る
嘱
託
職
員
の
雇
用
が
必
要
で
あ
り
公
募

し
て
い
く
。

 

問 

小
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
へ
購
入
予
定
の
机
、
椅
子
の
内

容
は
。

 

答 

低
学
年
用
で
ス
チ
ー
ル
製
で
軽
量
な
物
で
あ
る
。
テ
ー

ブ
ル
が
18
台
、
椅
子
が
80
脚
で
あ
る
。

 

問 

体
育
館
の
音
響
設
備
に
つ
い
て
。

 

答 

可
搬
式
と
し
最
低
限
の
価
格
で
あ
り
な
が
ら
現
体
育
館

で
効
率
よ
く
使
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

菅地区菅地区

昨年設置されたゴミステーション

小木曽17区小木曽17区

水木沢天然林の遊歩道修繕箇所
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一般
質問 村政を問う

６議員７件

古畑　節行古畑　節行議員議員
　　11 唐澤村政の総括と次期に向けて 唐澤村政の総括と次期に向けて

丸山　徹三丸山　徹三議員議員
　　11 木祖村公共施設の衛生管理について 木祖村公共施設の衛生管理について

唐澤　重明唐澤　重明議員議員
　　11 村単補助金施策の充実を 村単補助金施策の充実を
　　22 新たな福祉施設の機能と具体的な利活 新たな福祉施設の機能と具体的な利活

用は用は

深澤　衿子深澤　衿子議員議員
　　11 続投を決意された村長にエールをおく 続投を決意された村長にエールをおく

るためにるために

栗屋　正一栗屋　正一議員議員
　　11 木祖村の蜂対策について 木祖村の蜂対策について

田上　康男田上　康男議員議員
　　11 加工所建設用地選定要件を問う 加工所建設用地選定要件を問う

問 

多
く
の
公
約
・
政
策
を
掲
げ
て
き
た
中

で
雇
用
対
策
・
空
き
家
対
策
、
上
下
流
交
流

事
業
な
ど
に
一
定
の
成
果
は
あ
る
が
、
将
来

に
わ
た
り
村
の
存
続
に
か
か
わ
る
重
要
事
項

に
人
口
の
維
持
が
あ
る
。 

　

一
期
目
の
総
括
と
し
て
、
経
済
対
策
・
定

住
化
策
・
若
者
の
働
き
場
所
確
保
策
に
つ
い

て
何
％
の
達
成
を
考
え
て
い
る
か
。
や
り
残

し
た
こ
と
は
。

村
長 

掲
げ
た
全
て
の
公
約
に
着
手
し
た
。

子
育
て
支
援
・
働
く
場
の
提
供
な
ど
に
力
を

入
れ
た
。
公
約
の
達
成
率
は
5
〜
7
割
と
思

う
。

問 

次
期
村
長
選
挙
へ
の
出
馬
は
4
月
に
後

援
会
よ
り
出
馬
要
請
を
受
け
て
い
る
が
続
投

す
る
か
。
二
期
目
は
唐
澤
村
政
の
集
大
成
と

い
う
こ
と
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

村
長 
芽
が
出
た
ば
か
り
の
事
業
も
あ
り
道

半
ば
と
思
う
。
村
民
の
審
判
を
受
け
た
い
。

次
の
4
年
で
日
の
目
を
見
る
よ
う
努
力
し
た

い
。

問 

次
期
4
年
間
で
目
指
す
こ
と
、
村
政
に

向
け
て
の
考
え
方
は
？ 

　

唐
澤
村
長
自
身
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で

あ
る
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
源
流
の
里
・
木
祖

村
」
を
実
現
す
る
た
め
に
暮
ら
し
、
産
業
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
次
期
に
目
指
す
計
画
が

あ
れ
ば
聞
き
た
い
。
村
政
を
ス
ム
ー
ス
に
進

め
る
た
め
に
は
副
村
長
は
不
可
欠
。

村
長 

人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
和
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
れ
ば
す
べ
て
の
問
題
の
解
決

に
つ
な
が
る
。
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
が

重
要
で
、
移
住
対
策
に
は
木
曽
郡
全
体
で
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。
木
祖
村
が
リ
ー
ダ
ー

と
な
っ
て
進
め
た
い
。
副
村
長
は
置
く
。

■意見 

村
の
最
重
要
課
題
は
人
口
の
維
持
。

人
口
減
少
を
ど
う
抑
え
る
か
。
い
つ
ま
で
も

元
気
な
木
祖
村
が
続
く
よ
う
そ
の
礎
づ
く
り

を
願
い
た
い
。
二
期
目
に
期
待
す
る
。

唐
澤
村
政
の
総
括
と

次
期
に
向
け
て

答
続
投
し

人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
和
さ
せ
た
い

古畑節行 議員
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問 

長
野
県
福
祉
部
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
感
染
者
が
県
内
で
急
増
し
て
い
る
た
め
、

感
染
防
止
の
徹
底
を
促
し
て
い
る
。
今
冬
の

木
祖
村
に
お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生

状
況
を
村
と
し
て
ど
う
総
括
し
、
分
析
し
て

い
る
か
。

住
民
福
祉
課
調
整
幹 

保
育
園
・
小
・
中
学

校
共
に
学
級
閉
鎖
と
な
る
よ
う
な
集
団
発
生

は
な
か
っ
た
。
保
育
園
や
学
校
に
お
け
る
手

洗
い
、
う
が
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
等
の
感
染

症
予
防
教
育
の
充
実
が
、
予
防
効
果
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

問 

村
と
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
措
置
、

注
意
喚
起
を
住
民
に
ど
う
伝
え
た
か
。

住
民
福
祉
課
調
整
幹 

対
策
と
し
て
、
予
防

接
種
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
流
行
期

に
は
、
手
洗
い
、
う
が
い
、
マ
ス
ク
の
着
用

等
に
つ
い
て
、
音
声
告
知
端
末
放
送
、
保
健

だ
よ
り
に
記
事
を
載
せ
、
保
育
園
や
学
校
で

も
、
予
防
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

問 

現
在
ど
こ
の
公
共
施
設
も
手
洗
場
は
自

動
水
栓
が
設
置
さ
れ
清
潔
で
あ
る
。
役
場
は

も
と
よ
り
教
育
現
場
、
公
共
施
設
に
設
置
し

問 

建
設
予
定
の
福
祉
施
設
は
、
近
年
で
は

大
型
の
箱
物
事
業
。
概
要
は
示
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
投
資
額
に
見
合
っ
た
施
設
の
機
能

や
活
用
方
法
が
見
え
な
い
が
進
捗
状
況
は
。

ま
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
を
望
む
声
も
あ
る

が
ど
う
か
。

住
民
福
祉
課
長 

基
本
設
計
の
入
札
が
済
ん

だ
。
福
祉
施
設
建
設
委
員
会
で
検
討
し
、
場

所
は
体
育
館
の
南
側
。
高
齢
者
（
障
が
い

者
）
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
、
生
き
が
い
づ
く
り
活
動
の
他
、
多
目
的

ホ
ー
ル
、
会
議
室
、
社
協
事
務
室
な
ど
の
機

能
を
備
え
る
。
今
後
、
建
設
委
員
会
で
各
部

屋
ご
と
の
機
能
や
利
活
用
に
つ
い
て
部
会
を

設
け
て
更
に
検
討
す
る
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
は
、
要
望
の
声
が
あ
る
の
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ジ
ム
機
能
を
追
加
し
た
。

問 

社
協
で
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
を
充
実

さ
せ
る
と
い
う
話
は
評
価
で
き
る
が
、
簡
単

で
は
な
い
と
思
う
。
数
億
の
費
用
を
か
け
る

の
だ
か
ら
住
民
か
ら
見
て
、
サ
ー
ビ
ス
が
良

く
な
っ
た
と
か
、
使
い
や
す
い
と
感
じ
る
施

設
を
望
む
。
最
高
の
立
地
条
件
の
場
所
に
大

き
な
投
資
を
す
る
の
だ
か
ら
、
後
悔
し
な
い

よ
う
、
管
理
す
る
側
と
村
民
の
ニ
ー
ズ
を
機

た
ら
ど
う
か
。
住
民
福
祉
課
と
し
て
、
自
動

水
栓
設
置
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

住
民
福
祉
課
調
整
幹 

自
動
水
栓
に
す
る
こ

と
は
、
各
種
感
染
症
の
手
か
ら
の
伝
播
を
予

防
す
る
対
策
と
し
て
効
果
的
で
あ
る
。

問 
教
育
委
員
会
は
子
ど
も
達
の
健
康
を
守

る
た
め
、
自
動
水
栓
設
置
を
ど
う
思
う
か
。

教
育
次
長 
学
校
現
場
の
よ
う
な
多
数
の
人

が
触
る
部
分
を
減
ら
す
と
い
う
の
は
衛
生
的

に
も
効
果
が
あ
る
と
思
う
。
器
具
の
特
性
等

を
踏
ま
え
、
財
政
担
当
課
と
も
検
討
を
す
る
。

総
務
課
長 

自
動
水
栓
の
取
り
換
え
は
、
前

向
き
に
検
討
す
る
。
施
設
の
優
先
順
位
を
決

め
設
置
し
て
い
く
。

村
長 

次
期
の
政
策
に
盛
り
込
ん
で
進
め
て

い
く
。

能
に
反
映
さ
せ
て
ほ
し
い
が
弾
力
的
な
施
設

運
営
や
機
能
を
検
討
す
る
時
間
的
な
余
裕
や

考
え
は
あ
る
か
。

住
民
福
祉
課
長 

建
設
後
の
利
活
用
が
大
事
。

用
途
は
建
設
委
員
会
や
社
協
と
何
度
も
議
論

し
て
機
能
を
決
定
し
て
き
た
。
今
後
、
更
に

利
用
す
る
関
係
者
を
加
え
有
効
活
用
が
で
き

る
よ
う
検
討
す
る
。
ま
た
、
機
会
を
と
ら
え

て
住
民
や
議
会
の
意
見
も
聴
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問 

ミ
ニ
デ
イ
を
介
護
保
険
事
業
と
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

住
民
福
祉
課
長 

あ
く
ま
で
も
介
護
予
防
施

設
と
し
て
考
え
て
い
る
。

■意見 

管
理
す
る
者
よ
り
、
住
民
の
方
が
出

来
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
施
設
を
望
む
。
時

間
的
制
約
も
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
話
を

オ
ー
プ
ン
に
し
住
民
の
声
を
聴
い
て
ほ
し
い
。

木
祖
村
公
共
施
設
の
衛
生
管
理

新
た
な
福
祉
施
設
の

機
能
と
利
活
用
は

答

答

自
動
水
栓
の
設
置
は
、
施
設
の
優
先
順
位
を
決
め
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く

建
設
後
の
利
活
用
が
大
事
、

住
民
や
議
会
の
声
を
聴
く
機
会
も
持
ち
た
い

唐澤重明 議員

丸山徹三 議員
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深澤衿子 議員

問 

先
程
続
投
を
決
意
さ
れ
再
出
馬
さ
れ
る

と
し
っ
か
り
表
明
さ
れ
た
。
当
初
一
期
だ
け

と
い
う
条
件
で
の
村
長
と
し
て
の
4
年
間
は

長
い
よ
う
で
短
い
期
間
で
あ
っ
た
と
思
う
。

副
村
長
不
在
の
た
め
教
育
長
や
総
務
課
長
達

に
支
え
ら
れ
、
人
の
倍
も
の
行
動
力
は
評
価

さ
れ
る
一
つ
で
あ
る
。
理
念
と
し
て
の
元
気

な
源
流
の
里
木
祖
村
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
村
を

ど
こ
の
あ
い
さ
つ
や
話
に
も
し
っ
か
り
話
さ

れ
、
わ
か
り
や
す
い
村
づ
く
り
を
掲
げ
て
き

た
事
も
評
価
さ
れ
る
一
つ
で
あ
る
。
3
月
会

議
で
も
質
問
し
た
大
き
な
事
業
に
つ
い
て
は

住
民
の
声
を
聞
く
、
と
い
う
事
だ
っ
た
が
そ

の
後
ど
う
だ
っ
た
か
。

村
長 

三
会
場
で
の
住
民
懇
談
会
、
福
祉
の

集
い
の
昼
間
と
や
っ
て
き
た
が
参
加
者
が
少

な
く
声
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。
今
後
も
住
民

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
積
み
上
げ
や
っ
て
い

く
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
教
育
関
係
は
教
育
長
に
任

せ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
以
上
に
出

か
け
て
対
話
し
た
い
。

問 

様
々
な
諮
問
、
運
営
な
ど
の
協
議
会
や

委
員
会
の
組
織
の
活
動
を
こ
れ
か
ら
生
か
す

工
夫
を
ど
う
考
え
て
い
く
か
。

問 

村
で
も
蜂
に
刺
さ
れ
た
と
い
う
話
を
聞

く
。
シ
ョ
ッ
ク
症
状
が
重
篤
で
救
急
車
を
よ

ん
だ
ケ
ー
ス
も
。
ま
た
全
国
で
は
様
々
な
蜂

に
よ
る
被
害
が
報
道
を
さ
れ
て
お
り
、
毎
年

20
人
位
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ク

マ
や
ヘ
ビ
、
サ
メ
の
被
害
よ
り
も
多
い
。
学

校
の
児
童
生
徒
へ
の
指
導
、
屋
外
活
動
、
通

学
路
、
学
校
周
辺
の
対
策
は
十
分
か
伺
う
。

教
育
長 

木
祖
小
学
校
、
中
学
校
に
お
い
て

は
集
団
で
蜂
に
襲
わ
れ
る
等
の
大
き
な
被
害

は
出
て
い
な
い
。
ま
た
児
童
生
徒
に
は
蜂
対

応
指
導
を
し
て
い
る
。
職
員
が
定
期
的
に
敷

地
内
の
見
周
り
を
し
、
蜂
の
巣
を
見
つ
け
た

場
合
は
で
き
る
だ
け
早
く
駆
除
を
し
て
い
る
。

　

蜂
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
対
策
で
自
己
注

射
（
エ
ピ
ペ
ン
）
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

は
い
な
い
。
野
外
活
動
時
は
救
急
バ
ッ
グ
に

「
ポ
イ
ズ
ン
リ
ム
ー
バ
ー
」
と
い
う
傷
口
か

ら
毒
を
吸
引
す
る
器
具
を
携
行
し
対
策
と
し

て
い
る
。

問 

蜂
に
対
す
る
リ
ス
ク
の
多
い
緩
衝
帯
整

備
作
業
員
に
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ

ク
症
状
が
出
る
た
め
緊
急
時
に
備
え
て
自
己

注
射
薬
を
携
行
し
て
い
る
方
が
い
る
。
採
用

時
に
蜂
に
対
す
る
聞
き
取
り
が
必
要
と
思
う
。

村
長 

村
内
45
も
あ
る
。
年
に
一
度
も
開
い

て
い
な
い
会
も
あ
る
。
そ
の
中
で
「
防
災
会

議
」
は
計
画
を
た
て
る
時
の
み
で
な
く
一
度

は
プ
ロ
（
警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
な
ど
）
の

集
ま
り
な
の
で
や
る
べ
き
と
思
う
。
行
政
改

革
推
進
協
議
会
も
4
年
間
や
っ
て
い
な
い
。

充
て
職
の
方
も
替
わ
る
会
が
あ
る
の
で
年
に

一
回
は
開
く
よ
う
努
め
て
い
く
。

■意見 
各
会
の
担
当
課
で
検
討
し
、
村
長
が

結
論
を
だ
せ
る
よ
う
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。
こ
れ
か
ら
は
村
長
自
身
体
を
労
り
つ

つ
継
続
課
題
も
含
め
、
腰
を
す
え
て
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。

高
額
な
注
射
薬
で
あ
る
た
め
村
で
支
援
で
き

な
い
か
。

農
林
課
長 

屋
外
で
公
的
に
作
業
す
る
臨
時

作
業
員
は
32
名
で
、
健
康
状
態
や
持
病
の
有

無
、
病
歴
等
を
自
己
申
告
し
て
い
た
だ
き
審

査
や
不
測
の
事
態
に
対
し
備
え
て
い
る
が
蜂

毒
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
し
て
は
、
申
告
が
な
い

限
り
把
握
で
き
て
い
な
い
。 

　

村
と
し
て
は
、
作
業
員
に
対
し
て
は
抗
体

検
査
の
実
施
や
検
査
結
果
に
よ
り
診
察
を
受

け
重
篤
な
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
お
そ

れ
の
あ
る
作
業
員
に
は
、
自
己
注
射
器
を
携

行
さ
せ
る
な
ど
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。 

　

次
年
度
に
向
け
、
募
集
方
法
や
現
行
の
医

療
費
補
助
等
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
支
援

策
を
検
討
し
た
い
。

問 

村
内
の
蜂
の
駆
除
に
対
し
村
の
考
え
を

伺
う
。

住
民
福
祉
課
長 

村
民
か
ら
、
蜂
の
駆
除
相

談
が
年
間
５
〜
６
件
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
高

所
の
危
険
を
伴
う
作
業
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

専
門
の
駆
除
業
者
を
紹
介
し
て
い
る
。 

　

村
民
に
よ
る
組
織
化
は
考
え
て
い
な
い
。

続
投
を
決
意
し
た
村
長
に
問
う

木
祖
村
の
蜂
対
策
に
つ
い
て

答

答

今
後
も
、
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
積
み
上
げ

や
っ
て
い
く

臨
時
作
業
員
の
募
集
方
法
、

医
療
支
援
を
検
討
す
る
。

栗屋正一 議員
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平
成
29
年
度
、
長
野
県
が
釣
り
に
よ
る
宿
泊
業
や
小
売
業

へ
の
効
果
を
含
め
、
観
光
振
興
を
進
め
る
「
釣
ー
リ
ズ
ム
信

州
推
進
事
業
」
の
開
始
に
合
わ
せ
、
本
村
で
も
同
年
10
月
に

木
祖
村
川
等
活
用
振
興
検
討
会
が
設
立
さ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー

は
村
民
に
限
ら
ず
県
内
、
郡
内
よ
り
関
係
す
る
21
名
で
構
成

さ
れ
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
多
く
の
観
光
資
源
を
有
す
る

村
と
し
て
、
釣
り
大
会
な
ど
水
資
源
を
生
か
し
た
事
業
を
進

め
な
が
ら
、
地
域
活
性
化
に
向
け
積
極
的
に
活
動
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た
。
釣
り
大
会
で
は
釣
り

易
い
養
殖
魚
を
放
流
す
る
こ
と
で
の
生
態
系
へ
の
影
響
や
、

集
客
の
た
め
、
又
、
長
期
滞
在
型
と
し
て
の
釣
り
環
境
の
整

備
、
村
民
を
含
め
下
流
域
住
民
に
対
し
川
に
対
す
る
関
心
を

高
め
る
等
を
課
題
と
し
、
木
曽
川
を
観
光
資
源
と
し
て
、
積

極
的
に
釣
り
客
を
呼
び
込
む
村
を
目
指
す
。

　

今
年
度
は
ヤ
マ
ト
イ
ワ
ナ
の
人
工
産
卵
場
の
造
成
、
テ
ン

カ
ラ
釣
り
専
用
区
域
設
定
に
向
け
た
検
討
、
護
岸
整
備
箇
所

か
ら
釣
り
客
が
容
易
に
河
川
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
河
川
階

段
の
設
置
等
を
計
画
し
て
い
る
。

　

質
問
の
翌
月
、
東
商
工
観
光
課
長
と
味
噌
川
ダ
ム
管
理
所

稲
木
所
長
と
長
野
県
の
ボ
ー
ト
協
会
が
あ
る
下
諏
訪
町
へ
視

察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
諏
訪
湖
で
は
ボ
ー
ト
な
ど
湖
面
を

使
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
、
視
察
当
日
も
周
辺
の
高
校
生

が
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
た
め
の
施

設
や
備
品
だ
け
で
な
く
、
風
や
水
深
な
ど
の
環
境
面
で
も
、

ど
う
す
れ
ば
奥
木
曽
湖
で
実
施
で
き
る
か
を
想
定
し
な
が
ら

視
察
を
終
え
ま
し
た
。

　

現
時
点
で
は
、
奥
木
曽
湖

の
湖
面
を
使
っ
て
ボ
ー
ト
や

レ
ガ
ッ
タ
の
大
会
を
開
催
す

る
に
は
、
標
識
の
設
置
や

コ
ー
ス
取
り
な
ど
課
題
が
多

い
と
の
判
断
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
大
会
で
な

く
練
習
拠
点
と
し
て
の
利
用

を
考
え
て
い
る
声
が
役
場
へ

寄
せ
ら
れ
、
実
際
に
湖
面
を

利
用
し
て
か
ら
の
今
後
の
普

及
に
期
待
し
た
い
で
す
。

●
青
木 

功
議
員

〔
質
問
内
容
〕

　

木
曽
川
最
上
流
の
地
と
し
て
様
々
な
種
類
の
魚
が
豊

か
に
泳
い
で
い
た
木
曽
川
の
姿
に
少
し
で
も
近
づ
け
れ

ば
と
思
う
。
充
分
に
観
光
資
源
と
な
り
う
る
魚
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。 

（
平
成
28
年
6
月
会
議
）

●
岩
原
大
輔
議
員

〔
質
問
内
容
〕

　

味
噌
川
ダ
ム
は
、
木
祖
村
に
人
を
呼
ぶ
観
光
資
源
と

考
え
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
で
き
な
い
中
、
周
回
道
路

だ
け
で
な
く
、
奥
木
曽
湖
の
湖
面
を
利
用
し
た
ス
ポ
ー

ツ
誘
客
に
つ
い
て
。 

（
平
成
29
年
9
月
会
議
）

田
上
議
員
の
一
般
質
問
掲
載
に
つ
い
て

　

田
上
議
員
よ
り
左
記
の
と
お
り
申
し
出
が
あ
っ
た
た
め
、

一
般
質
問
を
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

村
は
、
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、

食
品
加
工
施
設
の
建
設
を
道
の
駅
指
定
管
理
者
で
あ
る
㈱

源
と
検
討
中
で
あ
り
、
加
工
施
設
の
建
設
候
補
地
は
道
の

駅
南
端
の
空
き
地
と
聞
く
。
こ
の
場
所
は
、
国
道
19
号
の

薮
原
改
良
工
事
計
画
の
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
の
北
部
側
入

口
に
近
い
場
所
で
あ
り
、
将
来
的
に
高
度
な
利
用
価
値
が

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
所
に
急
い
で
加
工
施
設
を
建
設

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
否
か
を
含
め
、
他
の
建
設
用
地
と

の
比
較
検
討
や
未
利
用
の
村
有
地
の
利
活
用
の
検
討
な
ど

を
確
か
め
る
べ
く
一
般
質
問
を
し
た
が
、
村
当
局
と
の
見

解
・
価
値
観
の
相
違
が
大
き
く
、
議
論
は
全
く
噛
み
合
わ

ず
に
平
行
線
の
ま
ま
終
わ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
議
会
報
に

質
問
お
よ
び
答
弁
の
詳
細
を
記
載
す
る
こ
と
を
割
愛
い
た

し
た
く
、
ご
理
解
の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
の
質
問
…

そ
の
後
ど
う
な
り
ま
し
た
か
？

追跡
調査

加工施設の建設予定地となっている
道の駅南側の空き地
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明日の木祖村のために

「
議
員
の
仕
事
は
、

 

こ
ん
な
こ
と
」

「村会議員」になろう!!
　シリーズ２回目は議員の仕事のお話です。国会議員や県会議員、それに私たち市町村議会議員も基本的な
役割は同じですが、定員や議員としての給料（議員報酬）、それに仕事の内容や出席しなければいけない会
議の数などには違いがあります。
　街行く人に「議員の仕事は？」と尋ねれば「何やってるんだか、よく分からん！」そんな返事が多く返っ
てきそうです。そこが、町村議会が抱えている諸問題の始まりだと思います。議員になるには、まず議会の
役割を果たすための議員の仕事を知っておかなくてはいけません。

シリーズ
その２

　

議
員
に
当
選
す
る
と
当
選
証
書
、
議
員
バ
ッ
ジ
、
議
員
必

携
（
議
員
の
仕
事
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
の
よ
う
な
も
の
）
が
も

ら
え
ま
す
。
こ
の
議
員
必
携
と
い
う
本
に
は
議
員
と
し
て

知
っ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
や
、
議
員
の
仕
事
が

全
部
書
い
て
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
３
つ
が
あ
れ
ば
、

「
私
で
も
議
員
に
な
れ
た
」
と
言
う
こ
と
な
ん
で
す
。

　

議
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
本
当
に

深
刻
な
の
は
、
な
り
手
不
足
か
ら
、
手
を
挙
げ
れ
ば
誰
で
も

無
投
票
で
議
員
に
な
れ
ち
ゃ
う
か
も
知
れ
な
い
土
壌
が
で
き

て
、
そ
こ
か
ら
、
何
の
使
命
感
も
持
た
な
い
「
な
ん
ち
ゃ
っ

て
議
員
」
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
危
険
性
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

「
な
ん
ち
ゃ
っ
て
議
員
」
っ
て
表
現
は
悪
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
分
か
り
や
す
い
の
で
、
あ
え
て
こ
の
呼
び
方
を
使

わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
ね
。
た
だ
、
某
テ
レ
ビ
局
で
、
議
員
報

酬
を
目
当
て
に
市
議
会
議
員
を
目
指
し
た
普
通
の
主
婦
が
選

挙
に
勝
っ
て
、
市
議
会
議
員
に
な
り
、
そ
の
後
様
々
な
苦
難

を
乗
り
越
え
て
立
派
な
政
治
家
（
市
長
）
に
な
る
ま
で
成
長

す
る
と
い
う
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
ん
な
ケ
ー
ス
が

な
い
と
も
言
え
な
い
の
で
「
な
ん
ち
ゃ
っ
て
議
員
」
を
全
否

定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
「
な
ん
ち
ゃ
っ
て
議

員
」
が
1
〜
2
人
い
て
も
、
定
員
10
人
な
ら
直
ち
に
民
主
主

義
の
根
幹
が
揺
ら
ぐ
と
い
う
危
機
的
な
状
況
に
は
な
ら
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
議
員
に
な
る
に
は
地
域
と
か
村
の
将
来
を
思

う
志
や
、
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
思
わ
な
い
よ
う
に

仕
事
の
基
本
は
知
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
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〝
住
民
と
行
政
の
差
を
埋
め
る
〞
議
員

　

ど
ん
な
に
村
長
が
有
能
で
も
行
政
（
村
の
仕
事
）
の
全
て

を
一
人
で
仕
切
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
し
、
そ
の
下
で
働
く

村
の
職
員
も
３
０
０
０
人
ち
か
く
の
村
民
の
望
ん
で
い
る
こ

と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
を
全
て
承
知
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

議
員
の
仕
事
を
一
言
で
表
現
す
る
な
ら 

「
住
民
の
考
え
て
い
る
こ
と
」
と
「
行
政
の
考
え

て
い
る
こ
と
」
に
あ
ま
り
差
が
出
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。

　

村
の
法
律
（
条
例
）
や
、
1
年
間
の
お
金
の
使
い
道
や
そ

の
お
金
を
調
達
す
る
方
法
な
ど
（
予
算
）
を
決
め
た
り
、
変

更
す
る
時
に
は
必
ず
議
会
に
議
案
と
し
て
提
案
し
、
過
半
数

以
上
の
賛
成
で
承
認
（
議
決
）
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

議
員
は
事
前
に
渡
さ

れ
る
議
案
を
見
て
、
そ

の
内
容
に
誤
り
が
な
い

か
、
多
く
の
住
民
が
望

む
よ
う
な
内
容
に
な
っ

て
い
る
か
、
広
く
住
民

福
祉
の
向
上
に
つ
な
が

る
内
容
か
、
お
金
の
使

い
道
と
し
て
無
理
や
無

駄
は
な
い
か
を
、
議
員

が
個
々
に
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。
そ
の
結
果
、
疑

問
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
、
議
会
の
会
議
の

場
で
質
問
し
た
り
、
村

の
考
え
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
議
員
の
質

問
に
は
必
ず
村
長
か
担

当
課
長
が
答
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
や
り
と
り
を
質
疑
と
言

い
ま
す
。
質
疑
が
終
わ
る
と
、
採
決
（
賛
成
か
反
対
か
の
多

数
決
）
を
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
前
に
、
賛
成
か
反
対
か
の

立
場
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
意
見
を
述
べ
る
機
会
（
討

論
）
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
木
祖
村
議
会
に
は
政
党
や
派
閥
、
政
策
集
団
が
な

い
の
で
、
議
員
個
々
の
判
断
で
賛
否
の
意
志
表
示
を
し
、
多

数
決
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。
村
の
提
案
ど
お
り
に
決
ま
っ

た
と
き
は
議
決
、
村
の
提
案
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
は

否
決
と
言
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
議
会
は
そ
の
結
果
に

責
任
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

議
員
一
人
一
人
に
大
き
な
権
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
数

決
で
出
た
結
果
に
は
と
て
も
大
き
な
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
村
長
と
同
等
か
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
上
の
権
限
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

村
の
法
律 （
条
例
） 

を
提
案
す
る
こ
と
も

議
員
の
大
事
な
仕
事
の
ひ
と
つ

　

他
の
議
員
の
賛
同
が
あ
れ
ば
議
員
自
ら
新
し
い
条
例
を

作
っ
た
り
、
新
し
い
事
業
を
導
入
し
た
り
、
無
益
な
事
業
の

中
止
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
（
議
員
発
議
）
す
る
こ
と
も
可

能
で
、
予
算
（
お
金
の
や
り
く
り
）
の
立
案
を
除
け
ば
、
議

会
は
行
政
の
仕
事
を
提
案
（
発
議
）
し
自
ら
議
決
し
て
決
め

る
こ
と
も
可
能
な
ん
で
す
。

　

と
言
う
こ
と
で
、
議
員
の
一
番
の
仕
事
は
、
議
会
の
役
割

を
果
た
す
た
め
に
、
そ
の
構
成
員
と
し
て
議
場
な
ど
開
か
れ

る
会
議
に
出
席
し
賛
否
の
判
断
を
す
る
こ
と
で
、
議
会
が
招

集
さ
れ
た
ら
出
席
す
る
義
務
が
法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

議
会
を
開
く
予
定
は
、
あ
ら
か
じ
め
行
政
側
と
相
談
し
た
り

議
会
運
営
委
員
会
と
い
う
内
部
の
委
員
会
で
事
前
に
開
催
日

や
開
催
期
間
、
開
始
時
間
等
を
調
整
し
、
議
会
の
初
日
に
議

員
の
多
数
決
で
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
議
員
と
い
う
立
場
で
与
え
ら
れ
た
役
職
等
に

よ
っ
て
、
出
席
が
義
務
付
け
ら
れ
る
会
議
な
ど
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
議
会
内
組
織
の
常

任
委
員
会
と
し
て
の
仕
事
や
、
村
監
査
委
員
の
仕
事
、
他
の

法
律
や
村
の
条
例
で
設
置
さ
れ
た
委
員
会
や
協
議
会
で
議
会

（
公
益
）
代
表
と
し
て
選
任
さ
れ
た
委
員
（
消
防
委
員
、
観

光
開
発
審
議
会
委
員
、
国
保
運
営
協
議
会
委
員
な
ど
）
の
仕

事
で
す
。
こ
れ
ら
の
仕
事
は
、
そ
の
委
員
会
か
ら
の
開
催
通

知
を
受
け
る
と
出
席
の
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
委
員
と
し
て

選
出
さ
れ
る
の
は
1
名
と
か
2
名
の
議
員
と
な
り
全
員
の
議

員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

法
律
等
に
定
め
ら
れ
た
出
席
義
務
が
な
く
て
も
、
こ
の
他

に
沢
山
の
行
事
や
会
議
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
も
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
活
動
は
議
会
報
に
毎
号
書
か
れ
て
い
ま
す
の

で
参
考
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
シ
リ
ー
ズ
３
回
目
は

「
私
で
も
議
員
に
な
れ
る
の
？
」

で
す
。
い
よ
い
よ
議
員
に
な
る
た
め
選
挙
な
ど
具
体
的
な

話
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
前
に
９
月
の
村
長
選
挙
に
合
わ
せ
た
議
員
補
欠
選

挙
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
も
踏
ま
え
て
、
議
員
に
な
る

た
め
の
核
心
に
迫
り
ま
す
。

次
回
予
告

一般質問では幅広い視点で
村政を問う

本会議での発言本会議での発言
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編集後記

木祖村議会報編集委員会　　委員長　岩原大輔　　委　員　唐澤重明　  青木　功　 栗屋正一

「地域のお祭りでがんばる人、
 お祭りを盛り上げる人！」むらびと大図鑑むらびと大図鑑

元気発見！

上獅子神風講社社長
秋山 孝博さん

平成30年度上獅子神風講
社   社長を務めさせていた
だいた秋山　孝博と言いま
す。
上獅子団体に入社して18年、社長という立場に
立ち改めて藪原まつりの良さに気づかされました。
これからも伝統は守りつつ楽しい藪原まつりを続
けていってもらいたいです。

諏訪神社総代会長
深澤 喜里さん

今年４月より小木曽諏訪神
社の総代会長の拝命をいた
だきましたが、その任の重
さを感じているところです。
小木曽伝統芸能の、神楽獅子とそれに伴う三番叟
の伝承、秋の例大祭の打上げ花火の継続、また老
朽化にともなう鳥居の改修など問題がありますが、
小木曽区民皆様に納得してご協力いただける、最
良の方向を総代会と各区の自治会長さんと相談し
ながら進めていきたいと思います。

　連日の猛暑で、“熱中症”という言葉を耳にしない日はありません。水分や塩分をこまめに摂ったり、
身体を冷やしたり様々な熱中症対策が必要とされています。
　この“熱中症”という言葉は、世間一般では1990年代後半から使われ始めました。その昔、江戸時
代には「暑気あたり」と呼ばれており、第12代将軍 徳川家慶はその暑気あたりで亡くなったそうです。
　最近、木曽川で遊ぶことが少なくなりました。新鮮なキュウリやナスなどの夏野菜を家の畑で採って
食べることも減っています。“熱中症対策”としてではなく、その季節を過ごすための方法や習慣が生
活の一部として極当たり前のようにあったのです。
　時代や生活環境は変化し続けます。それでも、木曽のように自然豊かな地域には、日々の暮らしを快
適に過ごす工夫が、まだまだ私たち暮らしのすぐ近くにいつもあるはずです。

チーム「KISO源流」
奥原さゆりさん

お祭り大好き！親子で鳴お祭り大好き！親子で鳴
子踊りチーム「KISO源流」子踊りチーム「KISO源流」
のメンバーです。のメンバーです。
活動は年８回ほどの祭りや活動は年８回ほどの祭りや

イベントに参加することと週１回の練習。チームイベントに参加することと週１回の練習。チーム
はとてもアットホームで小中高生が中心で、大学はとてもアットホームで小中高生が中心で、大学
生、大人も一緒に踊ります。生、大人も一緒に踊ります。
踊り好き、お祭り好き、それに健康づくりなど、踊り好き、お祭り好き、それに健康づくりなど、
みんなそれぞれの思いで楽しんでいます。少子化みんなそれぞれの思いで楽しんでいます。少子化
で人数が減ってきているので、新しいメンバーをで人数が減ってきているので、新しいメンバーを
お待ちしています。お待ちしています。

衣更着神社総代会長
原　孝文さん

今年、菅衣更着神社の総代今年、菅衣更着神社の総代
会長を仰せ付かりました。会長を仰せ付かりました。
先人、先輩が受け継いでき先人、先輩が受け継いでき
た衣更着神社、そして伝統た衣更着神社、そして伝統

を思うと改めて重責を感じています。を思うと改めて重責を感じています。
しかし、ここ数年若い氏子衆の参加が多くなり、しかし、ここ数年若い氏子衆の参加が多くなり、
お祭りを盛り上げてくれ力強い限りです。今年もお祭りを盛り上げてくれ力強い限りです。今年も
「賑やかで良かった」と思われるお祭りを、氏子「賑やかで良かった」と思われるお祭りを、氏子
の皆様と一緒に迎えたいと願っています。の皆様と一緒に迎えたいと願っています。
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